
菊 鶴讐鶏研究 (Tohoku Agric Res)35,  5-6(1984)

東北における主要品種の収量とその関連形質の変遷
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東北地方の米の単位面積当たり収量は,約 100年前と比
べると,最近ではほぼ 3倍に増加している。このような著

しい単収増は,稲作のすべての技術が総合的に改善された

結果であるが,中でも施肥量増加と栽培法の変化に対応し

た品種の役割は大きかったと思われる。

この試験は,将来に向けて更に多収の品種を育成するた

めに,どのような特性を重視して改良を進めるべきかを ,

東北地方における品種の変遷の中に見いだそうとして行っ

たもので,試験実施は1983年 (昭和58年 )である。

2  試  験  方  法

(1)供試材料 : 東北地方で過去に年間 0万滋以上栽培
された24品種 (表 1)。

●)栽培方法 : ビニールハウス育苗 (播種は4月 26日 )

の畑苗を 5月 31日 に本田移植 ,施肥量は 3要素とも06核

/α ,ほかに堆肥100″ /α (4反復のうち 2反復には 7

月下旬にN K2 002″ /a追肥 )。栽植密度は33 3"
X135“ (22麻 /″)で 1株 2本植。 1区 5″の 4区制。

●)その他 葉いもち検定は 4反復の畑晩播法。耐冷性
検定は早生の幼穂形成期から晩生の出穂期までの47日間深

水処理。水温19℃ ,水深20昴 , 1区 8個体の 2区制,各個

体の最長稗から3穂につき不稔歩合調査。

3  試  験  結  果

調査結果の中から主要なものを表 1に示した。供試品種

を育成年代によって群別することとし,在来種及び大正時

代の育成種をI群 (6品種),昭和年代の前半 (20年代まで)

の育成を■群 (8品種 ),昭和m年代の育成を皿群 (6品種),

昭和40年代以降のものをⅣ群 (4品種)と した。

供試品種の出穂期は,藤坂 5号・トワダ (8月 8日 )か

表 : 供試品種の育成年次と調査結果の一部 (4区平均値 )
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ら農林21号 (8月 21日 )ま で 2週間にわたっているが,早

生種 (10日前後に出穂)と中生の晩 (15日前後に出穂)が

多い。群別の平均値は,古い品種群から最近の品種群まで

徐々に早くなってきたことを示している。

綽長は 1群の品種の平均が102"であったのに対 し,IV

群は77"で約25%も短くなっており, 1,2の例外を除い

て育成年次が新しくなるはど短棉化したといえる。

議 はⅡ群には四 種が多いため平均値が大きくなっ

ているが,その後の品種はササニシキを除くと,いずれも

穂重型ないし中間型であり,各群の平均値は小さい。

″当たり頴花数は,最低275万 (陸羽20号 ),最高は360

万 (ササニシキ)であった。各群の平均値をみると I群の

2'4万からⅣ群の313万まで,わずかずつ増加しているが

その増加割合は4ヽさく, 1群を100と してⅡ群は101,Ⅲ

群が103,Ⅳ群が106で あった。

倒伏については,0(無 )～ 9(完全倒伏)の指数で表
した。 4反復のうち,″ 当たり02″の追肥を行った 2区

の倒伏程度がやや大きかったが,表には 4区平均値を示し

た。若干の例外を除いて,綽長の長い品種ほど倒伏程度か｀

大きく,I群の平均55に比較 してⅥ群は10と 大幅に低
下している。

収量 (″ /´ )の最高はトヨニシキで629,最低は亀の

尾493であった。アキヒカリを基準として亀の尾の比率は

81,ト ヨニシキは103であり,群平均は I群 ,84,Ⅱ 群90,

皿群96,Ⅳ群100である。 1群平均を100と した場合は 1

群 107,皿群 114,Ⅳ群■9で ,時代とともに収量が着実

に向上したことがわかる。

玄米品質は 1(上上)～ 5(中 )～
'(下
下)の基準で

評価した。 1群の品種はすべて下上～下であったがⅣ群で

は上～中であり,見かけの品質は著しく向上している。

葉いもちの検定結果は 7月 26日の病斑面積で示した。 2

ξ3種は発芽不良のため欠測となったが,各群の平均値を見

ると,葉いもち圃場抵抗性は時代とともに強くなって来た

といえる。

障害型の耐冷性 (不稔歩合)は ,品種間にかなり大きな

差がみられるハ 少なくとも新 しい品種ほど強くなったと

はいい難く,む しろ過去の大品種に強いものが見られた。

4 ま  と  め

過去から現在までの東北地方における水稲の大品種を ,

現在の水準からみて施肥量をやや控えた同一の栽培条件で

栽培した。したがってすべての品種が,それぞれの最適の

条件で栽培されたわけではなく,各品種の能力が十分に発
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収量と頴花数 /″の関係

倒 伏 程 度

図 2 収量と倒伏程度の関係

揮されているとはいい難い。以上の前提のもとに,こ の試

験結果は次のように要約される。

① 最近の品種 (Ⅳ群)は在来種や大正時代育成の品種
(1群 )に比較して,同一条件で約19%の増収を示した。

両群の頴花数の差は約 6%でさほど大きくなく,ま た収量

と頴花数 /プの相関関係もあまり強くない (図 1)こ とか

ら,Ⅳ群の増収に対する頴花数増加の貢献はそれはど大き

くない。

② 各群間の収量差は,登熟の差による所が大きく,新
しい品種では短繹化にともなって耐倒伏性が向上したこと

が登熟を良くし,収量増加をもたらしたと考えられる (図

2)。

③ これまでの品種改良によって,耐倒伏性のはか見か
けの品質及び葉いもち圃陽抵抗性は著しく向上してきたが ,

障害不稔耐冷性は新しい品種ほど強くなったとはいい難く,

今後も更に強化するための努力が必要である。
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